
新型コロナワクチン職域接種について

令和３年６月２２日
厚生労働省 予防接種室



新型コロナワクチン職域接種の開始について

１．使用するワクチン

２．開始時期

３．接種会場、医療従事者の確保

４．実施形態

５．接種順位

６．接種費用

７．接種券

モデルナ社製ワクチンを使用。

令和３年６月21日より開始。
高齢者接種が早期に完了する見込みのある自治体においては、自治体の判断で前倒しも可能。

自治体による接種に影響を与えないよう、会場や医療従事者等は企業や大学等が自ら確保する。

○ 企業単独実施 ○ 中小企業が商工会議所等を通じて共同実施
○ 下請け企業、取引先を対象に含めて実施 ○ 大学等が学生も対象に含める 等も可能。

職域接種対象者の中で優先順位を踏まえて実施。高齢者、基礎疾患を有する者を優先的に接種。

職域接種も予防接種法に基づき行われるものであり、接種にかかる費用は同法に基づき支給される。

接種券が届く前でも接種可能。
接種券が発送された後は、企業や大学において本人から回収して予診票に添付、請求等を行う。
自治体は、標準的に６月中旬を目処に接種券の送付ができるよう、準備を進めていただきたい。
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事業イメージ

ワクチン
メーカー

ワクチン
供給・流通
の契約

①個別通知

③費用の請求

国（厚生労働省）

（都道府県を通じ市町村へ）
・ 実施の指示
・ 費用負担【10/10】

（接種費用、救済費用）

※市町村区域外は
国保連を経由

ワクチン確保・流通
（国が実施主体）

②接種の
実施

予防接種の実施
（市町村が実施主体）

卸

住民

委託契約

医療機関

都道府県
流通調整等

ワクチン
流通

被害救済
（認定等）

市町村

被害救済
（申請受付、
支給決定等）
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＜契約に参加する実施機関の情報＞
・集合契約に参加する実施機関の情

報については、委任先がリスト化
し、再委任先に提出し、集約する。

・集約された情報（一覧表）を厚生
労働省のHP等に掲載する。
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⚫ 新型コロナウイルスワクチンの接種実施に係る委託契約

 委託元である市町村は都道府県に契約を委任し、都道府県は全国知事会に再委任する。

 委託先となる実施機関は、それぞれが所属する郡市区医師会等の取りまとめ団体に契約を委任し、取りまとめ団体は日本医師

会に再委任する。なお、取りまとめ団体のいずれにも所属しない実施機関は市町村に委任し、市町村は都道府県に再委任する。

 契約の締結について委任を受けた全国知事会と、日本医師会及び都道府県がそれぞれ集合契約を行う。

⚫ 新型コロナウイルスワクチンの接種費用の支払に係る委託契約については、市町村は都道府県に契約を委任し、

委任を受けた都道府県と国保連が契約を行う。

新型コロナワクチンの接種実施等に関する委託の集合契約（イメージ）

3※ 市町村が自ら実施機関となって行う接種の取り扱いについては、今後整理する。
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企業内診療所で実施パターン１

外部機関に出向いて実施パターン３

外部機関が出張して実施パターン２

・企業内の既存の診療所を活用

・外部の医療機関が企業内の会議室などで実施
・実施医療機関は複数の企業から委託を受けることも多い

・企業が指定した医療機関で実施
・実施医療機関は複数の企業から委託を受けることも多い
※地域の予防接種体制に影響を与えないことに留意

契約者：企業又は企業内診療所

契約者：医療機関（巡回診療所等）
※新規に医療機関を開設するケースも想定される

契約者：医療機関（地域の医療機関）
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職域接種の概要
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（１）地域の負担を軽減し、接種の加速化を図るため、賛同する企業や大学等において職域単位での接種を可能とする。

（２）医療従事者や会場等は企業や大学等が自ら確保し、自治体の接種事業に影響を与えないこと。

職域接種とは

（１）医師・看護師等の医療職の他、会場運営のスタッフ等、必要な人員を企業や大学等が自ら確保すること。
また、副反応報告などの必要な対応を行うことができること。

（２）接種場所・動線等の確保についても企業や大学等が自ら確保すること。

（３）社内連絡体制・対外調整役を確保すること。（事務局を設置すること。）

（４）同一の接種会場で２回接種を完了すること、最低2000回（1000人×2回接種）程度の接種を行うことを基本とする。

（５）ワクチンの納品先の事業所でワクチンを保管の上、接種すること。

企業等に求めること（実施要件）

＜準備＞ 上記実施要件を確保の上、専用ウェブ入力フォームに必要事項を入力。

＜最終準備＞ -20℃冷凍庫を設置。ワクチンの納品リハーサルを実施。

＜接種本番＞ ワクチン接種を実施。実績を報告。

＜費用請求＞ 費用請求を行い、後日、入金を確認。

企業等が行うこと（準備から接種までの流れ）

◼市町村との集合契約に必要な会場ごとのコードを付番申請する。

◼集合契約への加入。

◼接種責任医師名、ワクチン保管管理責任者等の必要情報をV-SYS上で登録する。

◼ -20℃冷凍庫を手配する。

◼ワクチンの必要量等をV-SYS上に登録する。

国が代行・補助
（職域コンシェルジュ）



Step５

V-SYS ID Get

Step３

医療機関コード Get
（集合契約・費用請求に必要）

とりまとめ

国市町村 武田・地域卸等
企業

職員 都道府県

Step１

WEB入力フォームで申請

☑社内体制の確保

☑人員体制の確保

☑場所・動線の確

保
国と県で情報共有

受領の連絡

職域接種の準備フロー図（暫定版）

申請 確認

☑ ワクチンの需給バランス等に

問題がないこと等

冷凍庫の必要台数の最終確認Step２

冷凍庫 Get Day -2～-7

タブレット Get Day -6～

医療機関コードの申請 医療機関コードの申請
新規コード付番

Step４

集合契約に加入

確認（なりすまし対策を兼ねる）

委任状の提出
メールアドレス入手

ID/PW設定依頼

Step６

医療情報等 確認

接種医師の情報、ワクチン保管管理責任者等の情報、ワクチン必要量等の登録
とりまとめ（V-SYS） 情報共有

安全性情報等の提供

Step７

納品リハーサル 実施

Step８

ワクチン・針・シリンジ Get

Step９ ワクチン接種
接種実績登録

集計

Step１０ 費用請求 内容確認＆入金手続き地元の市町村直送
それ以外は国保連経由

職
域
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が

代
行
・
補
助
可
能

Day～ -14

Day-13～-10

Day-11～-8

Day-10～-7

Day-9～-7

Day-1～-4

Day0

Day+1～

PW設定

冷凍庫の手配

VRS専用タブレット端末等の手配
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職域接種にあたり企業側で準備いただく事項
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医師・看護師等の医療職の他、会場運営のスタッフ等、必要な人員を企業や大学等が自ら確保する必要があります。

＜具体的に必要な人数について（例）＞

会場における人員確保について

会場を設置するに当たっては、接種場所・導線等についても企業や大学等が自ら確保いただくとともに、各種物品を確保いただく必要
があります。

＜具体的な準備（例）＞

（１）（医療機関でない場所で接種を実施する場合）医療法上の開設届け、巡回診療または新規開設の届出

（２）会場レイアウトの作成、導線確認（６ページ参照）

（３）卸売販売業者立ち会いのもと、ワクチンの配送リハーサルの実施

（４）冷蔵庫（2℃～8℃）、消毒用アルコール綿、体温計、救急用品、針捨て容器 など

準備するもの、接種場所等について

企業において社内連絡体制・対外調整役を確保し、医療機関や都道府県等との連絡調整等を行っていただく必要があります。
実際に接種を担当する医療機関等との役割分担を確認しつつ、円滑に接種会場を運営できるようにお願いします。

＜具体的に対応する必要がある事項（例）＞

（１）従業員等のうち、接種を希望する者の把握、必要なワクチン量の算定

（２）スケジュール設定（接種計画の作成）

（３）会場運営にかかる企画・全体調整（医療機関、都道府県、ワクチンを配送する卸売販売業者等との連絡調整などを含む）

（４）集合契約への加入等の行政手続き

（５）医療機関と連携しつつ、予防接種に係る費用の請求

事務局で実施すること

・接種人数：400人/日 ・接種時間：８時間（９時～１８時※１時間休憩）
・３レーン設置 15人程度/１レーン/１ｈ
・医師２名（問診）、看護師６名（接種３、予診票２、接種補助１）、

事務職６名（受付２、誘導２、消毒等の対応２）、会場責任者１名



職域接種にあたり国で提供するもの
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（１）－20℃冷凍庫と保管温度の記録計（データロガー）をご提供します。

（２）武田/モデルナ社ワクチンが最大2,400回接種分（バイアル単位で240本分）を保管できます。

（３）使用後は返却いただき、他社の接種時に再利用しますので、大切にご使用ください。

ワクチン保管用の冷凍庫

（１）職域接種で使用するワクチンは武田／モデルナ社ワクチンです。
国から卸売販売業者を通じて、 100回分を１単位として配送いたします。

（２）－20℃で冷凍された状態で配送され、使用前に解凍が必要です。
（３）武田／モデルナ社ワクチンの基本情報

効能効果：新型コロナウイルス感染症の予防
接種対象者（年齢）：18歳以上 貯蔵方法：-20±5℃、遮光
用法・用量：筋肉内に接種（2回） 接種間隔：4週の間隔
接種不適当者：本剤の成分に対し重度の過敏症の既往歴のある者 等

武田/モデルナ社ワクチン

（１）ワクチン接種に使用する針・シリンジをご提供します。

（２）針は１箱100本（83～118mm×93～113mm×75～93mmのサイズ）、

シリンジは１箱100本（126～380mm×120～378mm×68～150mmのサイズ）

で配送されますので、針・シリンジの在庫を置くスペースも考慮いただくようお願いします。

接種用の針・シリンジ

厚
労
省
で
支
援

（１）各接種会場から配布希望があれば、ワクチン接種に使用するサージカルマスク・非滅菌手袋、緊急時使用備蓄
として必要なN95等マスク・アイソレーションガウン・フェイスシールドを国から接種会場に直送いたします。

（２）各物資の配布量の目安は次のとおりです。それでも不足する場合は、接種会場所在市町村にご相談ください。

サージカルマスク：ワクチン接種回数×７÷100 （各従事者が毎日交換を想定）

非滅菌手袋 ：ワクチン接種回数＋ワクチン接種回数÷100 （接種者は接種ごと、接種補助者は１日１回の交換を想定）

緊急時使用備蓄 ：１会場当たりそれぞれ20枚

マスク・手袋等の個人防護具（PPE）



（参考）市町村が特設会場を設けた場合における接種の具体的イメージ
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○ 会場の確保 ※医療機関でない場所を接種会場として用いる場合は、診療所開設の届出等が必要

○ 運営方法の検討：直営／委託、運営管理責任者の明確化、予約受付方法、応急対応の方法 等
○ 従事者の確保
○ ワクチン等の配送先の登録：V-SYSに配送場所、担当者名、担当者連絡先等の情報を登録
○ 必要物品の確保・保管

必要な準備

参考：市町村のための新型インフルエンザ等住民接種に関する集団的予防接種のための手引き(暫定版）（2014年３月11日）https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/0000086389.pdf

以下のうち、医師が必須なのは③予診のみ

①受付
検温、身分証明書の確認、予診票記載の案内

②予診票確認
記載項目の抜け漏れ・不備のチェック、（２回目接種の場
合）接種間隔や１回目接種ワクチン種別の確認

③予診 （医師）
体調や持病を確認する等必要な診察を接種前に行い、予防接
種を受けることが適当でない者または予防接種の判断を行う
に際して注意を要する者に該当するか否かの確認

④接種 （看護師等）
薬液を充填する者（薬剤師等）も別に配置が必要

⑤接種済証の交付
接種したワクチンのワクチンシールを接種済証に貼用し、接
種日・接種場所を記載する

⑥接種後の状態観察
アナフィラキシーや血管迷走神経反射等の症状が生じること
があるため、 一定期間観察を行う

当日の流れ 会場設営のイメージ １会場あたり２列体制で接種を
行う場合、予診から接種までの
時間を3.0分、実施時間を７時間

とすると、１日あたりの接種人数
は280人となる
（60分×７時間÷3.0分×２列
＝280人）

令和３年１月25日
第２回自治体向け

説明会資料から改変

・少なくとも15分間
は被接種者の状態を
観察

・重いアレルギー症
状を引き起こしたこ
とがある方、過去に
採血等で気分が悪く
なったり失神等を起
こしたことがある方
については30分程度、
状態を観察

する必要があるため、
状態観察ができるス
ペースの確保が必要

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/0000086389.pdf


（１）商品名（品番）
ディープフリーザー SC-DF25WL
（武田モデルナワクチン輸送標準機器と同じ）

（２）温度帯
設定温度 ： ＋10℃ ～－40℃（1℃刻みで温度設定可能）

（３）サイズ・重量

内容量：25リットル、重量16.5Kg 
外形寸法 ：幅 695 x 奥行 350 x 高さ 460（mm）
内径寸法 ：幅 335 x 奥行 225 x 高さ 340（mm）

（４）ロガー情報
データ読込みインターフェース：Bluetooth 5.0
スマートフォンで温度データー読み込み（iOS/Android対応)
※電池は約180日を目安に交換

（５）電源
壁コンセントから： SC-AD70 ACアダプター
車載時：シガレットプラグケーブル（3m、DC12V）
※分岐ソケットや二股コンセント、又は延長コードは使用しないこと。

（６）設置場所
水平な場所に、蓋を上にして設置すること。
水のかからない場所に設置すること。
風通しがよく湿気の少ない場所に設置すること。
付属のマットを敷いて使用すること。
吸排気口は壁や障害物から20cm以上離して設置すること。
直射日光の当たらない場所や埃の少ない場所に設置すること。

（７）お問合せＵＲＬ： https://www.twinbird-ec.jp
お問い合わせ番号（フリーダイヤル）： ０１２０－２８－４６２５

（８）停電時
停電時－20℃から－15℃までの時間： 約25～30分

ツインバード社

ディープフリーザー25L
SC-DF25WL

付属品：ロガー 付属品：ACアダプター

※注)仕様は予告なく変更される場合があります。ご注文前にご確認ください。

主な特徴
• 軽量・コンパクト・可搬型
• １℃刻みの温度設定
• ノンフロン・CO2排出ゼロ
• 低消費電力

設置場所

ワクチンの保管用冷凍庫の詳細
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【ワクチン接種対策費負担金】
（接種の費用）

予算額：4,319億円（令和２年度三次補正）

＜概要＞
・単価：2,070円／回
・時間外・休日の接種に対する加算
（時間外：＋730円、休日：＋2,130円）

【ワクチン接種体制確保事業】
（自治体における実施体制の費用）

予算額：3,439億円（令和２年度三次補正等）

＜概要＞
○接種の実施体制の確保に必要な経費
○集団接種など通常の予防接種での対応を超え
る経費 等

○ ワクチン接種にかかる支援策としては、これまで講じていた接種費用（2,070円）への時間外・休
日加算相当分の上乗せ、時間外・休日のワクチン接種会場への医療従事者派遣に対する財政的
支援に加え、診療所ごとの接種回数の底上げと接種を実施する医療機関数の増加の両面からの
取り組みにより、接種回数の増加を図るため、新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金を
活用した個別接種促進のための財政支援を行ってきたところ。

当該支援の実施期間を、当面継続する。（①～③）

○ 更なるワクチン接種の加速化を図るため、「職域接種」において、医療機関が出張して実施し、一
定の条件を満たす場合、都道府県が設置する大規模接種会場に対する支援と同等の支援を新た
に実施する。（④）

【当面継続】

ワクチン接種に係る支援策について（１）
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ワクチン接種に係る支援策について（２）

【新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金】

①「診療所」における接種回数の底上げ

・週１００回以上の接種を７月末まで／８・９月／１０・１１月に
４週間以上行う場合 ⇒ ＋2,000円／回
・週１５０回以上の接種を７月末まで／８・９月／１０・１１月に
４週間以上行う場合 ⇒ ＋3,000円／回

③「病院」における接種体制の強化
特別な体制を組んで、５０回以上／日の接種を週１日以上７月末まで／８・９月
／１０・１１月に４週間以上行う場合に、上記の医療従事者派遣事業と同様の仕
組みを活用し、②に加えて追加交付

②接種施設数の増加（診療所・病院共通）

医療機関が５０回以上／日のまとまった規模の接種を行った場合
は、１０万円／日 （定額）を交付。（①とは重複しない）

◆ 個別接種促進のための追加支援策(①～③)
個
別
接
種

集
団
接
種

都道府県が実施する大規模接種会場の
設置等に必要となる費用を補助

＜概要＞

○都道府県がワクチン接種を実施するために設
置する大規模接種会場に係る設備整備等の
支援を実施
（使用料及び賃借料、備品購入費等）

時間外・休日のワクチン接種会場への医療従事者派遣事業
＜概要＞
○時間外・休日の医療機関の集団接種会場への医師・看護師等の派遣について、
派遣元への財政的支援を実施
・医師 １人１時間当たり 7,550円
・看護師等 １人１時間当たり 2,760円

※地域の実情に応じて都道府県知事が必要と認める地域への派遣を対象

集
団
接
種

同
様
の
扱
い

＜概要＞
外部の医療機関が出張して実施する職域接種であって、以下の条件に該当するものに対し、都道府県が設置する大規模
接種会場に対する支援と同等の支援を実施。（1,000円×接種回数を上限に実費補助）

・ 中小企業が商工会議所、総合型健保組合、業界団体等複数の企業で構成される団体を事務局として共同実施するもの
・ 大学、短期大学、高等専門学校、専門学校の職域接種で所属の学生も対象とし、文部科学省が定める地域貢献の基準を満たすもの

◆ 職域接種に対する新たな支援策（④）

【新規】

企業・大学

【当面継続】

【当面継続】

【当面継続】
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○ 申請会場数：3795会場

○ 総接種予定人数：約1464万人

6月21日17：00時点

職域接種の最新申請情報

13

※ キャンセルも含めて機械的に集計した数であることに留意。



➊ ６月１９日（土）、20日（日）を含め、配送連絡を受け取れる体制を取り、配

送連絡から2時間以内に準備をお願いします。

（平日・土日を区別せず、早期納品の実現を優先しています。）

➋ 配送時に、エントランスなどの搬入口から接種場所までの誘導に加え、配送後
も出口までの案内をお願いします。

（慣れないオフィスビル内で迷って次の場所への配送時間のロスを防ぐためです。）

➌ 受取人の身分確認と記録のため、受取人の名刺をいただく、社員証等の写真を

撮らせていただく等の御協力をお願いする場合があります。
（ワクチンは医薬品であり、適正な管理が求められますので、御理解ください。）

➍ ワクチン受け取りの前日までに電源を入れ、冷凍庫の予冷を確実にお願いしま
す。その際、温度ロガーで－20±５℃であることを御確認ください。

６月２１日（月）から、多くの会場で職域接種を実施できるように、特に今週は円
滑なワクチン納品が求められます。

ワクチン納品を担当するメディパルホールディング社には6/19,20の土日も含めた配
送を依頼していますが、納品側だけでなく、受け取り側の御協力も必要となります。

以下の御協力を何卒よろしくお願いします。

職域接種用のワクチン受け取りの際の協力依頼
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多くの会場で職域接種を実施できるように、円滑なワクチン納品が求められます。
受け取り側の御協力も必要であるところ、次の事例が報告されています。

確実な計画が見込まれた段階での申請にご協力をお願いします。

➊ 指定した納品日の受け取りを拒否

➋ 登録された電話番号にかけても電話に出ない

➌ 冷凍庫を予冷できておらず再送依頼やキャンセル

➍ 週末電源工事を実施することを理由に再送依頼やキャンセル

➎ 接種計画変更・中止を理由に再送依頼やキャンセル

ワクチン受領時の問題事例

ワクチンの受け取りについて
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冷凍庫の受領時の注意点

ディープフリーザー 温度ロガー

□ 冷凍庫本体 □ 温度ロガー本体

□ 取扱説明書 □ 取扱説明書

□ 内フタ □ 校正証明書

□ マット □ マジックテープ

□ ＡＣアダプター □ コイン型電池

□ ＤＣ電源コード

⚫ 冷凍庫は厚生労働省から貸与品です。

⚫ 受領時及び返還時に、本体及び内容物、附属品をご確認の上、欠品のない
ように大切にご使用願います。

⚫ 返却時に必要になるため、外箱など梱包資材も大切に保管してください。

内容物等一覧

接種完了後に改めて返却のためのご連絡をいたします。

冷凍庫をご使用になる皆様へ
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冷凍庫が届いたら電源につないで予冷を行ってください

〇冷凍庫が冷えた状態でなければ、ワクチンの納入ができません。

〇冷凍庫が届いたら、速やかに電源につないで、冷やし始めてください。

〇専用コンセントを使用してください。たこ足や延長コードは使用できません。

〇 ワクチンは－20±５℃で保管してください。再凍結は不可です。
〇 バイアルに針を刺す前であれば、２～８℃で最長30日間、８～25℃で最長
12時間です。この使用期限を超えたものは廃棄して下さい。

〇 バイアルに針を刺した後は、２～25℃で保存し、６時間以上経過したものは
廃棄してください。

電源接続時の注意点① 電源接続時の注意点②

ワクチンは医薬品です。安全な使用のため、保管温度に御注意ください。
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・電源コードのDCプラグをフリーザー本体（プラグ挿入部）にしっかりと差し込み、

必ずコードストッパー（差し込み金具）でDCプラグをロックしてください。

・ACアダプターにプラグが最後まで差し込まれていることをご確認の上ご使用ください。

・POWER／ON後は、電源ランプ及びStatusランプの点灯を確認してください。

・大規模接種会場（職域接種会場含む）で使用される場合には、

移動の導線からできるだけ離れた場所に設置してください。

・使用する際は必ず予冷をして適正温度になったことを温度ロガーで確認してからご使用
ください。

使用方法案内サイト(右記のQRコードからもアクセスできます)
http://fpsc.twinbird.jp/user_data/packages/default/client/pdf/25_SCDF25WL/
configuration_guide.pdf

冷凍庫の使用開始時の注意点
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